
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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衆院選が19日公示され、31日投開

票に向けた選挙戦が始まりました。

安倍長期政権の退陣後、初の大型

選挙となります。官邸主導による相

次ぐ農政改革、競争力強化の農政

今週の記念日
★10月27～11月
9日「読書週間」
戦火の傷痕が残
る1947年、「読書
の力で、平和な文
化国家を作ろう」
と、出版社や書店、
図書館、報道機関
などが加わり制定。
反響が素晴らしく、
10月27日～１１月
９日（文化の日を
中心に２週間）に
定め、運動は全国
に広がりました。
「読書週間」は国
民的行事として定
着し、世界でも有
数の「本を読む国
民の国」になるな
ど、識字率の向上
にも貢献しました。

の総括が大きな争点となります。新

型コロナ禍による米需給緩和への

対応や弱体化する生産基盤の強化

策も問われます。各党首による舌戦

が始まりました。 （10/20付3面）

読書推進運動協議会から
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日本農業新聞 東北支所 （編集担当記者） 川崎 学
出張のため仙台駅から乗った東北新幹線の車内で、香ばしい「匂い」が広がってきまし
た。新幹線のような密閉空間で、朝には似つかわしくない匂いでした。匂いの元をたどる
と、席を埋めた年配女性の団体が…。彼女たちはお弁当と乾燥スルメイカを食べていま
した。新型コロナ禍以来、見かけなかった観光客の復活です。最初いい気分はしません
でしたが、景気回復や観光需要復活の兆しと考えると、よい「香り」に感じました。

衆院選では成長産業化路線の農政を

進めてきた安倍・菅政権の是非が問わ

れています。９年に及ぶ両政権下で、

農林水産物・食品の輸出額は2020年

に9,217億円と倍増。一方で、基幹的

農業従事者は21年が130万人と、12年

に比べ47.6万人（26.8％）と大幅に減

少。一方で法人経営体は21年が３万

1,600体と77.5％増えました。生産基盤

の弱体化に歯止めがかかっていない

ことが、農水省の統計から本紙が検証

しました。 （10/16付１面）

東北・北海道地区道県連会長会の高橋正会長

（JA宮城中央会）は、主食用米の需給均衡に

は「実効性のある政策が必要。市場隔離や消

費拡大などの対策が重要」と主張。併せて水田

農業を守る国民理解や多面的機能からの世論

形成の必要性も指摘しました。 （10/18付3面）

農業用ハウスやマルチなど被覆資

材の値上がりが相次いでいます。

世界的な景気回復に伴う原油高

で、原料となるナフサ価格は年明

けから１.６倍に高騰。資材価格は

１割ほど値上がりし始め、さらに上

昇傾向にあります。（10/21付1面）


